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(57)【要約】
　回転可能な埋込型釣竿保持装置であって、自身の上端
部から半径方向に延在する環状フランジを有する釣竿保
持管と、釣竿保持管を表面部に保持するが、表面部に対
する釣竿保持管の回転を可能にするための、環状フラン
ジの上に表面部に対して取り付けるための環状カバー部
材と、を含む、回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転可能な埋込型釣竿保持装置であって、
　自身の上端部から半径方向に延在する環状フランジを有する釣竿保持管と、
　前記環状フランジの下面に当接する環状部材と、
　前記環状フランジの上方に配置され、前記釣竿保持管を表面部に保持するが、前記表面
部に対する前記釣竿保持管の回転を可能な状態で、前記釣竿保持管を前記表面部に対して
取り付けるための環状カバー部材と、を含む、
　回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項２】
　前記環状部材が表面部に対して取り付けられており、前記釣竿保持管の前記環状フラン
ジが前記環状カバー部材と前記環状部材との間に位置する状態で、前記環状カバー部材が
前記環状部材に取り付けられている、請求項１に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項３】
　前記釣竿保持管の下端部を横切って設けられている横方向に延びるピンを含む、請求項
１または請求項２に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項４】
　前記回転可能な埋込型釣竿保持装置の中に配置されたときの釣竿の設置角度を定義する
、前記釣竿保持管の長手方向の軸線に対するある角度に、前記環状フランジが設けられて
いる、請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項５】
　低摩擦部材が前記環状部材と前記環状フランジとの間に設けられている、請求項１から
請求項４のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項６】
　前記環状カバー部材と前記環状フランジとの間に低摩擦部材が設けられている、請求項
１から請求項５のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項７】
　前記釣竿保持管を回転に対して少なくとも一時的にロックし、かつ、前記釣竿保持装置
を回転できるようにする必要があるときに解放可能である、解放可能なロック機構、をさ
らに含む、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置
。
【請求項８】
　前記環状フランジが、少なくとも１つの表面に設けられている成形されたロック細部を
有する、請求項７に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項９】
　前記環状カバー部材に関連してロックアクチュエータが設けられており、前記ロックア
クチュエータが、
　前記ロックアクチュエータの一部分、および／または、前記ロックアクチュエータに関
連付けられており前記ロックアクチュエータによって動かされる部材が、前記環状フラン
ジにおける前記ロック細部と係合しているロック状態と、
　前記ロックアクチュエータの一部分、および／または、前記ロックアクチュエータに関
連付けられており前記ロックアクチュエータによって動かされる部材が、前記ロック細部
から解放されているアンロック状態、
　の間で可動である、
　請求項８に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１０】
　前記ロックアクチュエータが前記ロック状態に付勢されている、請求項９に記載の回転
可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１１】
　前記ロックアクチュエータが、実質的に水平な軸線を中心に動く、請求項９または請求
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項１０に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１２】
　前記ロックアクチュエータが、実質的に垂直な軸線を中心に動く、請求項９または請求
項１０に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１３】
　前記ロックアクチュエータを前記アンロック状態に一時的に維持するためのラッチ機構
が設けられている、請求項９から請求項１２のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣
竿保持装置。
【請求項１４】
　前記ロック細部が、一般には実質的に垂直方向に前記環状フランジ内に延びる１つまた
は複数のロック開口部を含む、請求項８から請求項１３のいずれか１項に記載の回転可能
な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１５】
　前記成形されたロック細部が、前記環状フランジの周面に設けられている、請求項８か
ら請求項１３のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１６】
　前記成形されたロック細部が、前記環状フランジの縁部付近に少なくとも部分的に延在
する、交互に並ぶ山部および谷部を有する波状面である、請求項１５に記載の回転可能な
埋込型釣竿保持装置。
【請求項１７】
　前記環状カバー部材の下面と前記環状フランジとの間の分離距離を変える目的で、前記
環状カバー部材が前記環状部材に対してねじ込み式に取り付けられている、請求項１から
請求項１６のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１８】
　前記環状フランジの上に環状ガイドが設けられており前記環状ガイドに対して少なくと
も１本のロックピンが取り付けられており、前記各ロックピンがアンロック状態に付勢さ
れており、前記アンロック状態においては、前記各ロックピンが前記環状フランジにおけ
る前記成形されたロック細部から解放されており、しかしながら、前記環状フランジの回
転を阻止することによって前記釣竿保持管の回転を防止する目的で、前記環状カバー部材
が前記環状フランジの方に下向きにねじ込まれるとき、少なくとも１本のロックピンの少
なくとも一部分が、前記環状フランジにおける成形されたロック細部と係合するように強
いられる、請求項１７に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項１９】
　前記環状カバー部材の前記下面と前記環状フランジとの間の前記分離距離を変える回転
を通じて使用者が前記環状カバー部材をより容易にロックおよびアンロックできるように
する目的で、前記環状カバー部材に拡張部分が設けられている、請求項１７または請求項
１８に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【請求項２０】
　前記環状カバー部材の下面と前記環状フランジとの間の前記分離距離を変える目的で、
前記環状カバー部材がベースプレートに対してねじ込み式に取り付けられており、前記環
状カバー部材が前記環状フランジの方に下向きにねじ込まれるとき、ばね鋼ロックプレー
トの一部分が前記環状フランジに当接して前記環状フランジの回転を阻止するように、前
記ばね鋼ロックプレートが設けられている、請求項１７に記載の回転可能な埋込型釣竿保
持装置。
【請求項２１】
　前記環状カバー部材を前記環状部材に対して締め付ける、または緩めることによって、
前記環状カバー部材と前記環状フランジの間の間隔を変えることができるように、少なく
とも部分的にねじが切られている直立部が前記環状部材に関連して設けられており、前記
環状カバー部材の下側に、相応して少なくとも一部分にねじが切られている部分が設けら
れている、請求項１７から請求項２０のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持
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装置。
【請求項２２】
　前記釣竿保持管の動きが、前記環状フランジとのモータの係合を通じて電動化されてい
る、請求項１から請求項２１のいずれか１項に記載の回転可能な埋込型釣竿保持装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、魚釣り装置の分野に関し、詳細には、ボートまたは船のガンネルに取り付け
る回転可能な埋込型釣竿保持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ボートまたは船のガンネルに取り付ける公知の釣竿保持装置は、固定された調整できな
い姿勢で取り付けられる。これらの釣竿保持装置は、一般的には通常の進行方向に対して
後方に傾けられる、または傾斜している。
【０００３】
　公知の釣竿保持装置には、数多くの問題点がある。これらの釣竿保持装置は、調整可能
ではないため、１つの位置に固定された状態で釣竿を保持する。一般的には、仕掛けの調
整または仕掛けの作り直しと、魚をボートに引き上げるために、釣竿を取り外す必要があ
る。複数のトローリングロッドが１つの位置にセットされているときには、結果として釣
り糸がからまることがある。さらに移動時には、釣竿が船の外側に横方向に突き出してお
り、釣竿および／または船の損傷につながることがある。
【０００４】
　さらには、魚釣り時に魚がかかったとき、釣竿が荷重を受けて危険な姿勢になることが
あり、結果として釣竿が損傷し、魚を逃がすことがある。
【０００５】
　さらには、ガンネル上部の締結具が自然環境にさらされ、結果として腐食する。
【０００６】
　なお当然ながら、本明細書において従来技術の刊行物が参照されている場合、その参照
は、豪州および任意の他の国においてその刊行物がこの技術分野における共通の一般的知
識の一部を形成していることを認めるものではないことが理解されるであろう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述した欠点の少なくとも１つを少なくとも部分的に克服する、または、有
用な選択肢あるいは市販品の選択肢を消費者に提供することのできる、回転可能な埋込型
釣竿保持装置に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記に鑑み、本発明は、一形態においては、広義には、回転可能な埋込型釣竿保持装置
であって、
　ａ）　自身の上端部から半径方向に延在する環状フランジを有する釣竿保持管と、
　ｂ）　環状フランジの下面に当接する環状部材と、
　ｃ）　環状フランジの上方に配置され、釣竿保持管を表面部に保持するが、表面部に対
する釣竿保持管の回転を可能な状態で、釣竿保持管を表面部に対して取り付けるための環
状カバー部材と、
　を含む、回転可能な埋込型釣竿保持装置、に属する。
【０００９】
　より広い別の形態においては、本発明は、回転可能な埋込型釣竿保持装置であって、自
身の上端部から半径方向に延在する環状フランジを有する釣竿保持管と、環状フランジの
上方に配置され、釣竿保持管を表面部に保持するが、表面部に対する釣竿保持管の回転を



(5) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

20

30

40

50

可能な状態で、釣竿保持管を表面部に対して取り付けるための環状カバー部材と、を含む
、回転可能な埋込型釣竿保持装置、に属する。
【００１０】
　別の形態においては、本発明は、回転可能な埋込型釣竿保持装置であって、
　ａ）自身の上端部から半径方向に延在する環状フランジを有する釣竿保持管と、
　ｂ）釣竿保持管を表面部に保持するが、表面部に対する釣竿保持管の回転を可能にする
ために、釣竿保持管と係合する環状部材と、
を含む、回転可能な埋込型釣竿保持装置、に属する。
【００１１】
　本発明の釣竿保持管は、通常では管を貫いて中央に位置する穴を含むことが好ましい。
この穴は、任意の内部横断面形状でよいが、通常は実質的に円形である。
【００１２】
　本発明の釣竿保持管は、細長いことが好ましい。細長い釣竿保持管の長さは、異なる長
さの釣竿を確実に受け入れるため、変わりうるが、細長い釣竿保持管の長さは、一般には
、釣竿保持管の内寸および／または外寸に応じて変わる。
【００１３】
　釣竿保持管は、横断面形状において一般に円形であることが好ましいが、別の形状を使
用することもできる。
【００１４】
　釣竿保持管の上端部に、半径方向に延在するフランジが設けられていることが好ましい
。特に好ましい実施形態によれば、半径方向に延在するフランジには、一般に段が形成さ
れており、外側の下側環状部分および内側の上側環状部分を有する。
【００１５】
　釣竿保持管には、その上端部に、半径方向に延在するフランジを貫いて、成形された入
口または開口部が設けられることが好ましい。この入口には、通常、テーパ部分が設けら
れる。最も好ましい実施形態によれば、穴の一部分が、テーパ開口部の一面に接線方向に
設けられることが好ましく、穴の上端部の残りの部分付近に、通常ではテーパ壁が設けら
れる。
【００１６】
　釣竿保持管は、一体構造的であることが好ましい。一般に、釣竿保持管は、異なる直径
の円形竿尻部を受け入れるため、複数の所定のサイズのうちの１つにおいて設けられる。
【００１７】
　釣竿保持管の下端部は、閉じている、または開いていることができる。特に好ましくは
、横方向に延びるピンまたは類似部材を釣竿保持管の下端部を横切って設けて、この横方
向ピンを超えないように釣竿を止めることができる。さらに、横方向に延びるピンまたは
類似部材は、一般に釣竿の下端部のジンバル係合部（gimbal engagement）としても機能
する。
【００１８】
　釣竿保持管は、任意の材料または材料の組合せから製造することができ、金属を使用で
きるが、プラスチック材料が好ましい。横方向に延びるピンまたは類似部材（設けられる
場合）は、通常では金属から製造される。
【００１９】
　半径方向に延在するフランジは、通常では釣竿保持管自体の長手方向の軸線に対してあ
る角度に設けられる。釣竿保持管の長手方向の軸線に対する、半径方向に延在するフラン
ジの角度は、通常では釣竿の設置角度（rest angle）を定義する。
【００２０】
　釣竿保持管の角度は、一般的には、実質的に９０度などガンネルに対するさまざまな傾
斜度を有するが、７５度および６０度の傾斜がさらに好ましい。
【００２１】
　本発明は、カバー部材をさらに含む。カバー部材は、一般に円形であることが好ましい
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が、別の形状を使用することもできる。カバー部材には、自身を貫く中央開口部が設けら
れることが好ましい。中央開口部は、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジの内側の
上段部分を通常では接した状態でぴったり受け入れ、かつ半径方向に延在するフランジの
上段部分の上面がカバー部材の上端部と好ましくは同じ高さであるような寸法を有するこ
とが好ましい。
【００２２】
　カバー部材には、弓状の上面と、周方向に延在する垂下するスカート部とが設けられる
ことが好ましい。スカート部は、通常では、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジの
段形状に対応するための、カバー部材における段部を画成する。
【００２３】
　カバー部材をガンネルに取り付けるための締結具を受け入れる目的で、スカート部付近
に１つまたは複数の受入れ開口部または受入れアセンブリが設けられていることが好まし
い。この受入れ開口部または受入れアセンブリは、通常ではスカート部の下面に関連して
設けられている。受入れ開口部または受入れアセンブリは、カバー部材内に延びておりた
だしカバー部材を貫いていないことが特に好ましいが、いくつかの構造においては、カバ
ー部材の上から締結具を受け入れる目的で、開口部がカバー部材を貫いていることができ
る。
【００２４】
　最も好ましい実施形態によれば、カバー部材の内側の段部は、釣竿保持管に設けられて
いる半径方向に延在するフランジの下側の外側段部に接する。このようにすることで、釣
竿保持管の半径方向に延在するフランジが、釣竿保持装置が取り付けられる表面部とカバ
ー部材との間に挟まれる。表面部との間の摩擦は、通常では、釣竿保持管を回転させるこ
とができるが釣竿保持管の動きを最小限にするように作用する。
【００２５】
　カバー部材は、金属またはプラスチックとすることができ、一般には単体である。
【００２６】
　いくつかの実施形態においては、本発明は、釣竿保持装置が取り付けられる表面部と、
半径方向に延在するフランジの下面との間に位置する摩擦部材を含む。摩擦部材は、実質
的に平面状の環状円板であることが好ましい。釣竿保持管を受け入れる目的で、通常では
摩擦部材を貫いて開口部が設けられる。
【００２７】
　摩擦部材の上面は、通常では、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジの下面に接し
、摩擦部材の下面は、通常では、ガンネルの上面に接する。このようにすることで摩擦部
材は、一般に、表面部と、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジとの間に挟まれる。
【００２８】
　摩擦部材は、低摩擦構造または高摩擦構造において設けることができる。さらには、摩
擦部材の一方の面を低摩擦とし、反対側の面を高摩擦とすることができる。これにより、
特定の配置では動くことができる、および／または、別の配置では動きを阻止／最小限に
することが好ましい。
【００２９】
　好ましい締結具を摩擦部材に通すことができるようにする目的で、通常では、摩擦部材
を貫いて１つまたは複数の開口部が設けられる。摩擦部材は、一般には、半径方向に延在
するフランジのスカート部の外径と同程度の大きさにする。
【００３０】
　下側から上向きにカバー部材の内部に、またはカバー部材を貫いて、締結具を取り付け
ることができ、またはこれに代えて、下向きに締結具をカバー部材に貫通させることがで
き、ただし後者は、締結具が露出したままになるためあまり好ましくない。締結具は、一
般には、ねじやボルトなどの細長いねじ付き部材の形を有するが、他の締結アセンブリを
使用することもできる。
【００３１】
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　本アセンブリは、アセンブリを補強する、または安定化するための第２の部材（好まし
くは摩擦部材に類似する形状および寸法の円板）をさらに含むことができる。この第２の
部材は、アセンブリを強化するために設けられることが好ましい。第２の部材は、通常で
は船のパネル／ガンネルの下に位置する。締結具は、第２の部材を通り、船のパネル／ガ
ンネルを通り、摩擦部材を通って、カバー部材の下側の内部に達することが好ましい。
【００３２】
　カバー部材および／または釣竿保持管は、さまざまなプラスチック、合金、ステンレス
鋼、さらには木材、グラスファイバー、ケブラー、カーボンファイバー、または適切な製
造強度の任意の他の材料から作製することができる。本発明は、さまざまな色、模様、光
沢のデザインの陽極酸化アルミニウムまたは粉末被覆アルミニウムから作製されることが
好ましい（露出する部分、特にカバー部材）。
【００３３】
　釣竿保持管は、ＡＢＳプラスチック材料または類似する材料から作製されることが好ま
しいが、別の材料を使用することもできる。
【００３４】
　摩擦部材は、ナイロンなどの柔らかい摩耗性材料から作製されることが好ましいが、他
のタイプの摩耗性材料（ゴムまたは軟質金属、またはカバー部材および／または釣竿保持
管に使用される材料を含む）を除外するものではない。第２の円板は、好ましくは補強／
安定化円板であり、摩擦部材に類似する特性を有するが、上に挙げた材料のいずれかから
作製することができる。
【００３５】
　好ましい実施形態によれば、カバーに、傾斜した内縁部または丸く反った内縁部を設け
ることができ、この内縁部は、上端部において釣竿保持管の半径方向に延在するフランジ
の一部分または段部を、上端部と同じ高さであるようにする目的で受け入れるのではなく
、釣竿保持管の上端部においてカバーが穴の弓状部分と連続する、または同一平面である
ようにする。違いは、主として見栄えのうちの１つであるが、カバーの内縁部に設けられ
る丸く反った縁部または傾斜した縁部は、特にカバーが金属などの材料から作製されてお
り、かつ釣竿保持管が例えばプラスチックから作製されている場合に、釣竿保持管への損
傷を低減することができる。この実施形態においては、カバーに対して釣竿保持管が回転
できるようにするため、カバーの下面は、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジの段
の付いた輪郭に合致させる目的で、通常では段の付いた輪郭を有する。
【００３６】
　代替実施形態によれば、締結具を覆う目的で、カバーを環状部材に取り付けることがで
きる。例えば、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジの上に環状部材を設けることが
でき、本装置が装着される表面部の下の第２の部材に取り付ける、または固定することが
できる。この取付けまたは固定は、実際には、環状部材および第２の部材の両方の内部に
達する、または両方を貫く１つまたは複数の締結具を使用して、達成することができる。
締結具が表面部の上の環状部材を貫いて取り付けられる場合、環状部材を覆い、本埋込型
釣竿保持装置に見た目に魅力的な仕上げを提供して締結具を覆う目的で、カバーを設ける
ことが好ましい。この形態において提供される場合、環状部材の下面には、釣竿保持管に
設けられている半径方向に延在するフランジの形状に一致するように段が形成されている
ことが好ましい。カバーは、環状部材の上へのスナップフィット（snap fitting）など任
意の方法で環状部材と係合することができるが、環状部材の上にカバーをねじ込むことが
できるように、環状部材に雄ねじを設け、カバーの内側の下部に、対応するねじ部を設け
ることが好ましい。この特定の実施形態の利点として、締結具を下からではなく表面部の
高さより上から挿入することができ、釣竿保持管を回転させるのに必要な力を調整する目
的で、カバーを簡単に取り外すことができ、調整が完了した時点でカバーを再び取り付け
ることができる。これにより、より容易にアクセス可能かつ調整可能なアセンブリを提供
することができる。
【００３７】



(8) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

20

30

40

50

　本発明の態様によれば、釣竿保持管の回転しやすさを調整する目的で、釣竿保持管にか
けられる締め付け力を調整するために、さまざまな厚さの摩擦／テンション部材を設ける
ことができる、および／または、さまざまな厚さの１つまたは複数の追加の環状部材を設
けることができる。
【００３８】
　これらの部材には、使用する締結具の構造に応じて、かつ部材間の必要な取付けに応じ
て、部材の内部までの開口部または部材を貫通する開口部を設けることができる。本発明
の代替の一実施形態においては、表面部より上には埋込型回転可能釣竿保持装置の１つの
構成要素のみが設けられるようにする目的で、半径方向に延在するフランジおよび成形さ
れた上面を有する釣竿保持管を設けることができる。このようにすることで、半径方向に
延在するフランジの下面が表面部の上側に接するまで、釣竿保持管が表面部における装着
開口部を通じて挿入され、成形された上面が、表面部への平面取付けを提供し、釣竿保持
管の穴に通じる。この実施形態においては、半径方向に延在するフランジの下面と環状部
材との間に表面部を挟む目的で、釣竿保持管、好ましくは釣竿保持管の半径方向に延在す
るフランジと係合可能である環状部材が、表面部の下側に設けられる。この実施形態にお
いては、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジに、好ましくはバヨネット係合取付部
の一部が設けられていることが好ましく、環状部材には、環状部材の開口部を囲む直立ネ
ック部が設けられており、かつ直立ネック部にバヨネット係合取付部の対応する部分が設
けられていることが好ましく、したがって、釣竿保持管が表面部における装着開口部を通
じて挿入され、環状部材が下から表面部付近に配置されて直立ネック部が装着開口部を貫
いて延び、これによって、これらの構成要素を互いに取り付ける目的で、直立ネック部、
より具体的にはバヨネット係合取付部の対応する部分が、釣竿保持管に設けられているバ
ヨネット係合取付部の一部と係合することができる。この好ましい実施形態においては、
２つの構成要素に、バヨネット係合取付を利用して互いに係合するための要素が設けられ
ており、これによって２つの構成要素を互いに対して回転させて、構成要素をロックする
、または互いからアンロックすることができる。半径方向に延在するフランジおよび／ま
たは環状部材のいずれかに、角度のついた、または傾斜した１つまたは複数の壁または部
分を設けることができ、したがって、２つの構成要素の相対的な回転の動作が、２つの構
成要素を互いの方に近づけるように作用し、また、ねじって構成要素をアンロックするこ
とにより、２つの構成要素が互いに離れる。
【００３９】
　この実施形態においては、バヨネット係合部分は、通常では、ネック部から半径方向に
離れる方向に延在する１つまたは複数の舌部であって、半径方向に延在するフランジの下
側における対応する開口部に受け入れられる舌部、を含み、拡張された壁部分が、半径方
向に延在するフランジにおける開口部を隔てており、したがって、位置が合っているとき
に舌部を開口部に挿入することができ、舌部と開口部の位置が合わないように２つの構成
要素が互いに対して回転しているときにこれらの構成要素を互いにロックすることができ
る。
【００４０】
　係合部に、環状の１つの舌部を設けることができる。
【００４１】
　意図的に逆方向に回転させるときではなく通常の使用に対して、使用者がある程度締め
付けて構成要素を互いに対してロックさせることができるようにする目的で、ラチェット
機構など別の機構を設けることもできる。
【００４２】
　これに代えて、釣竿保持管の回転しやすさを調整できるように圧縮力を印加する目的で
、構成要素の間に１つまたは複数の締結具を設けることができる。代替実施形態において
は、ねじ付き締結具に関連付けられる１つまたは複数の平面状のプレート部材を受け入れ
る目的で、半径方向に延在するフランジの下面が通路を含むことができる。一般には、２
つ以上の平面状のプレートおよび締結具のアセンブリが、半径方向に延在するフランジ付
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近に間隔をおいて設けられる。締結具は、一般には、釣竿保持装置が装着される表面部の
下側に設けられる環状部材を通ってプレートに受け入れられる。これによって一般に使用
者は、半径方向に延在するフランジに環状部材を取り付けることができるのみならず、釣
竿保持装置を回転させるのに必要な力の大きさを現地で調整する目的で、印加される圧縮
力を調整することもできる。
【００４３】
　さらに別の代替実施形態においては、テンショニング要素を設けることができる。好ま
しい実施形態に係るテンショニング要素は、釣竿保持管を回転させるのに必要な力を調整
する目的で回転させることができる環である。好ましい環には、特に、少なくとも１つ、
通常では複数の溝開口部であって、そこを貫いて締結具を受け入れ、ただし依然として締
結具に対してテンショニング要素を回転させることができるようにするための溝開口部と
、溝開口部それぞれに隣接する、この要素の上側および／または下側における角度のつい
た１つまたは複数の表面と、が設けられており、したがって、溝開口部を貫いて受け入れ
られる締結具の一部分が、角度のついた１つまたは複数の表面に当接する。一般には、締
結部の頭部が、角度のついた１つまたは複数の表面に当接しており、したがって、テンシ
ョニング要素を第１の方向に回転させる結果として、締結具が取り付けられている構成要
素（通常では表面部より上の構成要素）から離れる方向に締結具に力がかかるように頭部
が傾斜面に当接し、これによってその構成要素が表面部の方に引っ張られ、釣竿保持装置
を回転させるのに必要な力が大きくなり、反対方向に回転させると、締結具が取り付けら
れている構成要素（通常では表面部より上の構成要素）が表面部に対してゆるむように、
締結部の頭部が傾斜面に当接し、釣竿保持装置を回転させるのに必要な力が小さくなる。
特に好ましい実施形態によれば、各溝に対して内側傾斜面および外側傾斜面が設けられて
おり、通常では、複数の溝（締結具ごとに１つの溝）が存在する。
【００４４】
　さらに、この埋込型回転可能釣竿保持装置は、場合によっては遠隔制御装置によって、
釣竿保持装置を任意の位置まで電動式に回転させるためのモータ付き電気駆動システムに
関連して装着することも可能である。電気モータには、釣竿保持管、好ましくは釣竿保持
管の半径方向に延在するフランジの一部分と係合するための形状を有する出力部材が設け
られていることが好ましい。出力部材は、側面から見たときに実質的にＴ字形状であり、
好ましくは円形の上側部分と、好ましい円形上側部分の実質的に中心から延びる細長いア
ームとを有することが好ましい。円形上側部分には、釣竿保持管の半径方向に延在するフ
ランジの一部分と係合する目的で、係合機構を設けることができる。最も好ましい実施形
態によれば、出力部材の好ましい円形上側部分の縁部が、半径方向に延在するフランジの
一部分（好ましくは半径方向に延在するフランジの外側側縁部）と接する、または係合す
る。好ましくは、出力部材の好ましい円形上側部分の縁部、および／または、半径方向に
延在するフランジの外側側縁部が、それぞれに設けられた係合部分を有することができる
。一形態においては、係合部分は１つまたは複数の歯を含むことができ、しかしながら出
力部材の好ましい円形上側部分の縁部と、半径方向に延在するフランジの外側側縁部との
間の係合は、摩擦のみでよいと予測される。出力部材の好ましい円形上側部分の縁部、お
よび／または、半径方向に延在するフランジの外側側縁部に、摩擦が大きい部分を設ける
ことができる。
【００４５】
　出力部材の好ましい円形上側部分の縁部は、カバー部材の一部分とも接することが好ま
しく、実際には、釣竿保持装置の半径方向に延在するフランジの外側縁部と、カバーの内
面との間に、これらの構成要素が２つの個別の構成要素として設けられているか単一の構
成要素として設けられているかにかかわらず、環状通路を設ける、または画成することが
できる。
【００４６】
　通常では、好ましい電気モータは、釣竿保持装置が装着されている表面部より下に設け
られており、細長いアームは、出力部材の上側部分を釣竿保持管の半径方向に延在するフ
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ランジに隣接するように位置させるため、設けられているフランジや環状部材を貫いて上
向きに延びている。使用時には、細長いアームを、釣竿保持装置の構成要素に設けられて
いる１つまたは複数の開口部に通して、これらの開口部によってガイドすることができる
。
【００４７】
　釣竿保持管に挿入してジンバルピンと係合するかまたはジンバルピンをロックして回転
させるための装置を設けることができる。
【００４８】
　釣竿が配置されていないときに穴を閉じるため、防水密封装置として機能する上部キャ
ップを設けることができる。
【００４９】
　本発明の回転可能な埋込型釣竿保持装置を少なくとも一時的に所定の位置または向きに
ロックする目的に、各種の機構のうちの任意の１つを使用することができる。
【００５０】
　好ましい一実施形態においては、ガンネルに関連して環状ガスケットを設けることがで
き、ガスケットの上に環状ベースプレートを配置する。釣竿保持管から横方向に、ほぼ環
状のフランジが延在していることが好ましい。ほぼ環状のフランジと環状ベースプレート
との間に、１つまたは複数の低摩擦環状ガイド部材を設けることができる。ほぼ環状のフ
ランジと上側カバープレートとの間にも、１つまたは複数の低摩擦環状ガイド部材を設け
ることができる。カバープレートは、釣竿保持管と連通する目的で、カバープレートの実
質的に中央に位置する開口部を有することが好ましい。この好ましい実施形態においては
、ほぼ環状のフランジは、少なくとも１つの面、好ましくは環状フランジの周面に設けら
れた、成形されたロック細部（locking detail）を有することが好ましい。特に好ましい
実施形態においては、ロック細部は、環状フランジの周縁部付近に延在する、交互に並ぶ
山部および谷部を有する波状面であることが好ましい。カバープレートに関連して一般に
はロックレバーが設けられ、ロックレバーは、ロック状態（この状態においては、ロック
レバーの一部分および／またはロックレバーに関連付けられておりロックレバーによって
動かされる部材が、環状フランジにおけるロック細部と係合する）と、アンロック状態（
この状態においては、ロックレバーの一部分および／またはロックレバーに関連付けられ
ておりロックレバーによって動かされる部材の一部分が、ロック細部から解放される）と
の間で可動である。ロックレバーは、必要に応じて、釣竿保持装置を回転できるように解
放する、または釣竿保持装置の位置および／または向きをロックする目的で、一般には操
作者によって手動で動かされる。ロックレバーは、一般にはロック状態に付勢されるが、
ロックレバーをアンロック状態に保持できるようにする目的で、ロックレバーをアンロッ
ク状態に動かしてその位置にラッチ機構によって一時的に維持する状況もあり、使用者が
ラッチ機構を解除してレバーを係合させることによってロックされるまで、釣竿保持装置
を自由に回転させることができる。
【００５１】
　代替構造においては、釣竿保持装置の構造を、上述した構造に類似したものとすること
ができるが、上述した形状を有する環状フランジに設けられるロック細部の代わりに、ロ
ック細部が、一般には実質的に垂直方向に環状フランジ内に延びる１つまたは複数のロッ
ク開口部（locking opening）を含むことができる。この構造においては、ボタンまたは
類似する機構を設けることができる。ボタンはロック状態に付勢されることが好ましく、
ロック状態においては、釣竿保持装置を回転に対して一時的にロックする目的で、ボタン
の一部分またはボタンに関連付けられる成形された突起部が１つまたは複数のロック開口
部に係合する。ボタンは、一般には枢動するように取り付けられ、好ましくは、ボタンの
一方の縁部を、成形された突起部がボタンの下側に位置している反対側の縁部を持ち上げ
る目的で押し下げることができ、したがってボタンの一方の縁部を押し下げることによっ
て、成形された突起部も１つまたは複数のロック開口部から引き上げられ、釣竿保持装置
を回転させることができる。この構造においては、環状フランジは、フランジの本体内に



(11) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

20

30

40

50

実質的に垂直方向に延びる１つまたは複数の開口部を有することができ、またはこれに代
えて、１つまたは複数のロック開口部を、環状フランジの周縁部の少なくとも一部分の付
近に延在する、交互に並ぶ山部および谷部を有する１つまたは複数の波状面として設ける
ことができる。
【００５２】
　さらなる代替構造においては、環状フランジに１つまたは複数のロック開口部を設ける
ことができ、カバープレートの下面と環状フランジとの間の分離距離を変える目的で、カ
バープレートをベースプレートに対してねじ込み式に取り付けることができる。この特定
の構造においては、環状フランジの上に環状ガイドが設けられることが好ましく、環状ガ
イドに対して少なくとも１本、一般には複数本のロックピンが取り付けられている。ロッ
クピンそれぞれはアンロック状態に付勢されており、アンロック状態においては、ロック
ピンが環状フランジにおける少なくとも１つの開口部から解放されており、しかしながら
、環状フランジの回転を阻止することによって釣竿保持管の回転を防止する目的で、カバ
ープレートを環状フランジの方に下向きにねじ込むと、少なくとも１本のロックピンの少
なくとも一部分が、環状フランジにおける開口部の少なくとも１つと係合するように強い
られることが好ましい。使用者がカバープレートをより容易に把持して回転を通じてカバ
ープレートをロックおよびアンロックできるようにする目的で、カバープレートに１つま
たは複数の拡張部分を設けることができ、回転によってカバープレートの下面と環状フラ
ンジとの間の分離距離が変わり、ロックピンをロック状態に強いる、またはアンロック状
態において環状フランジの少なくとも１つの開口部からピンを引っ込めることができる。
【００５３】
　さらに別の実施形態においては、カバープレートの下面と環状フランジとの間の分離距
離を変える目的で、カバープレートをベースプレートに対してねじ込み式に取り付けるこ
とができ、カバープレートと環状フランジとの間にばね鋼ロックプレート（spring steel
 locking plate）を設けることができる。この実施形態においては、ばね鋼ロックプレー
トは、摩擦を通じて環状フランジと直接係合することができ、またはこれに代えて、ロッ
クプレートの下面に１つまたは複数の突起部を設けることができ、したがって、環状フラ
ンジに対してカバープレートを締め付けることによってロックプレートが環状フランジに
押し付けられると、１つまたは複数の突起部が、環状フランジの表面に設けられている１
つまたは複数のロック開口部または戻り止めに押し込まれる。
【００５４】
　カバープレートの下面と環状フランジとの間の分離距離を変える目的で、カバープレー
トがベースプレートに対してねじ込み式に取り付けられる構造においては、ベースプレー
トからの直立部（ベースプレートに一体化することが可能である）であって、通常では少
なくとも部分的にねじが切られている直立部、が設けられており、カバープレートの下側
には、これに対応して少なくとも一部にねじが切られている部分が設けられており、した
がって、カバープレートをベースプレートに対して締め付ける、または緩めることによっ
て、カバープレートと環状フランジの間の間隔を変えることができる。
【００５５】
　本明細書に記載されている特徴のいずれも、本明細書に記載されている別の特徴の１つ
または複数と、本発明の範囲内で任意の組合せで組み合わせることができる。
【００５６】
　本明細書において従来技術を参照している場合、その参照は、その従来技術が共通の一
般的知識の一部を形成していることを認めるものではなく、いかなる形で示唆するもので
もない。
【００５７】
　本発明の好ましい特徴、実施形態、およびバリエーションは、本発明を実施するための
十分な情報を当業者に提供する以下の「発明を実施するための形態」から認識することが
できる。「発明を実施するための形態」は、上の「発明の概要」の範囲をいかようにも制
限するものとしてみなされない。「発明を実施するための形態」では、以下の複数の図面
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を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の好ましい実施形態に係る回転可能な埋込型釣竿保持装置の等角図である
。
【図２】図１に示した回転可能な埋込型釣竿保持装置の、正面からの分解等角図である。
【図３】図１に示した回転可能な埋込型釣竿保持装置の、背面からの分解等角図である。
【図４】図１に示した回転可能な埋込型釣竿保持装置の、側面からの分解等角図である。
【図５】カバー部材を取り外した状態の、部分的に組み立てられた釣竿保持装置の等角図
である。
【図６】図１に示した回転可能な埋込型釣竿保持装置の、側面からの分解図である。
【図７】図６に示した構造の、組み立てられた形態における側面図である。
【図８】好ましい実施形態に係るカバー部材の、上からの等角図である。
【図９】図８に示したカバー部材の、下からの等角図である。
【図１０】本発明の好ましい実施形態に係る釣竿保持管の等角正面図である。
【図１１】図１０に示した釣竿保持管の平面図である。
【図１２】図１０に示した釣竿保持管の側面図である。
【図１３】図１０に示した釣竿保持管の正面図である。
【図１４】本発明の好ましい代替実施形態に係る回転可能な埋込型釣竿保持装置の等角図
である。
【図１５】代替の第２の部材の構造の等角図である。
【図１６】別の代替の第２の部材の構造の等角図である。
【図１７】さらなる代替の第２の部材の構造の等角図である。
【図１８】さらに別の代替の第２の部材の構造の等角図である。
【図１９】本発明の別の好ましい実施形態の分解等角正面図である。
【図２０】図１９に示した構造の背面図である。
【図２１】本発明のさらに別の好ましい代替実施形態の背面からの分解図である。
【図２２】図２１に示した構造の側面図である。
【図２３】本発明のさらに別の好ましい代替実施形態の正面からの分解図である。
【図２４】本発明の好ましい一実施形態に係る第２の部材の等角正面図である。
【図２５】好ましい実施形態に係る埋込型釣竿保持装置の、釣竿保持管を省いた等角断面
図である。
【図２６】図２５に示した構造の一方の端部の詳細図である。
【図２７】図２６に示した係合機構の、係合していない状態におけるさらに詳細な図であ
る。
【図２８】図２７に示した構造を、係合した状態において示している。
【図２９】本発明の好ましい実施形態に係るテンショニング装置の、下からの等角図であ
る。
【図３０】図２９に示したテンショニング装置の、上からの等角図である。
【図３１】図２９に示したテンショニング装置の、下からのさらなる等角図である。
【図３２】本発明の好ましい実施形態に係る、モータおよび駆動システムを有する埋込型
回転釣竿保持装置の側面図である。
【図３３】図３２に示した構造の、上からの部分透視図である。
【図３４】図３２に示した構造の分解図である。
【図３５】好ましい実施形態に係る埋込型回転釣竿保持装置のさらに可能な構造の分解等
角図である。
【図３６】図３５に示した構造の、線Ａ－Ａに沿った断面図である。
【図３７】図３５に示した構造の、ロック状態においてカバープレートを取り外した状態
の上面図である。
【図３８】図３７に示した構造の、アンロック状態における上面図である。
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【図３９】好ましい実施形態に係る埋込型回転釣竿保持装置のさらに可能な構造の分解等
角図である。
【図４０】図３９に示した構造の、アンロック状態における線Ｂ－Ｂに沿った断面図であ
る。
【図４１】図３９に示した構造の、ロック状態における線Ｂ－Ｂに沿った断面図である。
【図４２】好ましい実施形態に係る埋込型回転釣竿保持装置のさらに可能な構造の分解等
角図である。
【図４３】図４２に示した構造の、カバープレートを取り外した状態の上面図である。
【図４４】図４２に示した構造の、ロック状態における線Ｃ－Ｃに沿った断面図である。
【図４５】図４２に示した構造の、アンロック状態における線Ｃ－Ｃに沿った断面図であ
る。
【図４６】好ましい実施形態に係る埋込型回転釣竿保持装置のさらに可能な構造の、上か
らの等角図である。
【図４７】図４６に示した釣竿保持装置の、下からの等角図である。
【図４８】図４６に示した構造の分解等角図である。
【図４９】図４７に示した構造の分解等角図である。
【図５０】図４６に示した構造の正面図である。
【図５１】図４６に示した構造の右側面図である。
【図５２】図４６に示した構造の左側面図である。
【図５３】図４６に示した構造の平面図である。
【図５４】図４６に示した構造の下面図である。
【図５５】ガンネルに取り付けられた図４６に示した構造の、ロック状態における正面図
である。
【図５６】図５５に示した構造の、線Ｄ－Ｄに沿った側面断面図である。
【図５７】図５６に示した「Ｅ」として識別されている部分の詳細図である。
【図５８】図５６に示した「Ｆ」として識別されている部分の詳細図である。
【図５９】図４６に示した構造の、カバープレートを取り外した状態の等角図である。
【図６０】図５９に示した「Ｇ」として識別されている部分の詳細図である。
【図６１】図６０に示した部分の、線Ｈ－Ｈに沿った断面図である。
【図６２】ガンネルに取り付けられた図４６に示した構造の、アンロック状態における正
面図である。
【図６３】図６２に示した構造の、線Ｉ－Ｉに沿った側面断面図である。
【図６４】図６３に示した「Ｊ」として識別されている部分の詳細図である。
【図６５】図６３に示した「Ｋ」として識別されている部分の詳細図である。
【図６６】図６３に示した構造の、カバープレートを取り外した状態の等角図である。
【図６７】図６６に示した「Ｌ」として識別されている部分の詳細図である。
【図６８】図６７に示した部分の、線Ｍ－Ｍに沿った断面図である。
【図６９】釣竿が設置された状態の実施形態に係る埋込型回転可能釣竿保持装置の等角図
である。
【図７０】図６９に示した構造の、釣竿が左に９０゜回転した状態の等角図である。
【図７１】本発明の実施形態に係る埋込型回転可能釣竿保持装置のさらなる好ましい実施
形態の分解等角図である。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　本発明の特に好ましい実施形態によれば、ボートまたは船のガンネル１１に取り付ける
ための回転可能な釣竿保持装置１０が提供される。
【００６０】
　図示した好ましい形態においては、回転可能な埋込型釣竿保持装置１０は、上端部に半
径方向に延在する環状フランジ１３を有する釣竿保持管１２と、環状フランジ１３の下面
の当接のための環状摩擦部材１４と、釣竿保持管１２をガンネル１１に保持するが、ガン
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ネル１１に対する釣竿保持管１２の回転を可能にするための、環状フランジ１３の上にガ
ンネル１１に対して取り付けるための環状カバー部材１５と、を含む。
【００６１】
　釣竿保持管１２は、通常では管１２を貫いて中央に位置する穴１６を含む。この穴は、
任意の内部横断面形状でよいが、通常では図示したように実質的に円形である。
【００６２】
　釣竿保持管１２は、異なる長さの釣竿を確実に受け入れる目的で、細長く、さまざまな
長さを有するが、細長い釣竿保持管１２の長さは、一般には、釣竿保持管の内寸および／
または外寸に応じて変わる。
【００６３】
　図示した実施形態の釣竿保持管１２は、横断面形状において一般に円形であるが、別の
形状を使用することもできる。
【００６４】
　釣竿保持管１２の上端部に、半径方向に延在するフランジ１３が設けられている。図示
した特に好ましい実施形態によれば（図１０～図１３が最も見やすい）、半径方向に延在
するフランジ１３には段が形成されており、外側の下側環状部分１７および内側の上側環
状部分１８を有する。
【００６５】
　図１０および図１１に最も見やすく示したように、釣竿保持管１２には、その上端部に
、半径方向に延在するフランジ１３を貫いて、成形された入口または開口部が設けられて
いる。最も好ましい実施形態によれば、穴１６の一部分が、穴の上端部の一面に接線方向
に設けられており、穴１６の上端部の残りの部分付近に、テーパ壁１９が設けられている
。
【００６６】
　釣竿保持管１２は、構造的に単体であることが好ましい。
【００６７】
　特に図１２に示したように、半径方向に延在するフランジ１３は、通常では釣竿保持管
１２の縦軸線に対してある角度に設けられている。釣竿保持管１２の縦軸線に対する、半
径方向に延在するフランジ１３の角度は、通常では釣竿の設置角度を定義する。
【００６８】
　釣竿保持管の角度は、一般的には、実質的に９０度などガンネル１１に対するさまざま
な傾斜度を有するが、７５度および６０度の傾斜がさらに好ましい。
【００６９】
　本発明は、カバー部材１５をさらに含み、カバー部材１５の好ましい一実施形態を図８
および図９に示してある。カバー部材１５は、一般に円形であることが好ましいが、別の
形状を使用することもできる。カバー部材１５には、自身を貫く中央開口部２０が設けら
れることが好ましい。中央開口部は、周囲２１によって画成されており、正しく組み立て
られたとき、釣竿保持管１２の半径方向に延在するフランジ１３の内側の上段部分１８を
通常では接した状態でぴったり受け入れ、かつ半径方向に延在するフランジ１３の上段部
分１８の上面がカバー部材１５の上端部と好ましくは同じ高さであるような寸法を有する
。
【００７０】
　図示した実施形態のカバー部材１５には、弓状の上面２２と、周方向に延在する垂下す
るスカート部２３とが設けられている。スカート部２３は、図９に示したように、釣竿保
持管１２の半径方向に延在するフランジ１３の段形状に対応するための、カバー部材１５
における段部を画成している。
【００７１】
　最も好ましい実施形態によれば、カバー部材１５の内側段部の下面２４が、釣竿保持管
１２に設けられている半径方向に延在するフランジ１３の下側の外側段部１７に接し、下
側段部の内面が、半径方向に延在するフランジ１３の下側の外側段部１７の外周面に接す
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る。このようにすることで、釣竿保持管１２の半径方向に延在するフランジ１３が、釣竿
保持装置１０が取り付けられるガンネル１１とカバー部材１５との間に挟まれる。ガンネ
ル１１との間の摩擦は、通常では、釣竿保持管１２を回転させることができるが釣竿保持
管１２の動きを最小限にするように作用する。
【００７２】
　カバー部材１５をガンネル１１に取り付けるための締結具（図示していない）を受け入
れる目的で、１つまたは複数の、好ましくは３つの受入れアセンブリ２６が、カバー部材
１５のスカート部２３付近に設けられている。受入れアセンブリ２６は、通常では、図９
に示したようにスカート部２３の下面に関連して設けられる。受入れアセンブリ２６にお
ける受入れ開口部は、カバー部材１５の内部に、ただしカバー部材１５を貫かずに延びて
いることが特に好ましい。図示した受入れアセンブリは、釣竿保持管１２が回転する場合
にもカバー部材１５の回転を防止するため、ガンネルに設けられている相補的な開口部２
７に少なくとも部分的に受け入れられる。
【００７３】
　カバー部材は、金属またはプラスチックとすることができ、一般には単体である。
【００７４】
　図示した実施形態においては、本発明は、釣竿保持装置１０が取り付けられるガンネル
１１と、半径方向に延在するフランジ１３との間に位置する摩擦部材１４を含む。摩擦部
材は、実質的に平面状の環状円板であることが好ましい。釣竿保持管１２を受け入れる目
的で、通常では摩擦部材１４を貫いて開口部が設けられる。
【００７５】
　摩擦部材の上面は、通常では、釣竿保持管における半径方向に延在するフランジの下面
に接し、摩擦部材の下面は、通常ではガンネルの上面に接する。このようにすることで摩
擦部材は、一般に、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジと表面部との間に挟まれる
。
【００７６】
　摩擦部材は、低摩擦構造または高摩擦構造において設けることができる。さらに、摩擦
部材の一方の面を低摩擦とし、反対側の面を高摩擦とすることができる。これにより、特
定の配置では動くことができる、および／または、別の配置では動きを阻止／最小限にす
ることが好ましい。
【００７７】
　好ましい締結具を摩擦部材に通すことができるようにする目的で、通常では、摩擦部材
を貫いて１つまたは複数の開口部が設けられる。一般に摩擦部材は、図７に最もわかりや
すく示したように、半径方向に延在するフランジ１３のスカート部の外径と同程度の大き
さにする。
【００７８】
　下側から上向きにカバー部材の内部に、またはカバー部材を貫いて締結具を取り付ける
ことができ、またはこれに代えて、下向きに締結具をカバー部材に貫通させることができ
、ただし後者は、締結具が露出したままになるためあまり好ましくない。締結具は、一般
には、ねじやボルトなどの細長いねじ付き部材の形を有するが、他の締結アセンブリを使
用することもできる。好ましくはねじが切られた締結具が締め付けられる程度は、釣竿保
持装置の回転しやすさに影響し、締結具の締め付けが強いとアセンブリを回転させにくく
なり、締結具の締め付けがゆるいと、アセンブリは容易に回転するが、いったん回転させ
た後にその向きが維持されにくい。
【００７９】
　本アセンブリは、アセンブリを補強する、または安定化するための第２の部材２８（好
ましくは摩擦部材１４に類似する形状および寸法の円板）をさらに含むことができる。こ
の第２の部材２８は、アセンブリを強化するために設けられることが好ましい。第２の部
材２８は、通常ではガンネル１１の下に位置する。締結具は、第２の部材２８を通り、ガ
ンネル１１を通り、摩擦部材１４を通って、カバー部材１５の下側の内部に達することが
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好ましい。
【００８０】
　図１４に示した実施形態によれば、カバー１５に、傾斜した内縁部３０または丸く反っ
た内縁部３０を設けることができ、この内縁部は、上端部において釣竿保持管の半径方向
に延在するフランジの一部分または段部を、図１に示したように上端部と同じ高さである
ようにする目的で受け入れるのではなく、釣竿保持管１２の上端部においてカバー１５が
、穴１６に通じるテーパ壁１９と同一平面であるようにする。違いは、主として見栄えの
うちの１つであるが、カバー１５の内縁部に設けられる丸く反った縁部または傾斜した縁
部３０は、特にカバー１５が金属などの材料から作製されており、かつ釣竿保持管１２が
例えばプラスチックから作製されている場合に、穴１６への損傷を低減することができる
。この実施形態においては、カバーに対して釣竿保持管が回転できるようにするため、カ
バー１５の下面は、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジの段の付いた輪郭に合致さ
せる目的で、通常では段の付いた輪郭を有する。
【００８１】
　図１９および図２０に示した代替実施形態によれば、締結具を覆う目的で、環状上部部
材にカバー１５を取り付けることができる。環状上部部材３１は、図示したように、例え
ば、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジ１３の上に設けられ、本装置が装着される
表面部の下の第２の部材３２に取り付けられるかまたは固定される。実際には、環状上部
部材３１は、環状上部部材３１および第２の部材３２の両方の内部に達する、または両方
を貫く１つまたは複数の締結具を使用して、表面部を介して、表面部の下の第２の部材３
２に取り付けられる。カバー１５は、環状上部部材３１を覆い、本埋込型釣竿保持装置に
見た目に魅力的な仕上げを提供し、締結具を覆う目的で設けられている。この形態におい
て提供される場合、図２０に最もわかりやすく示したように、環状上部部材３１の下面に
は、釣竿保持管に設けられている半径方向に延在するフランジ１３の形状に対応するよう
に段が形成されていることが好ましい。カバー１５は、環状部材の上へのスナップフィッ
トなど任意の方法で環状上部部材３１と係合することができるが、環状上部部材３１の上
にカバーをねじ込むことができるように、環状上部部材３１に雄ねじが設けられており、
カバー１５の内側の下部に、対応するねじ部が設けられていることが好ましい。
【００８２】
　この特定の実施形態の利点として、締結具を下からではなく表面部の高さより上から挿
入することができ、釣竿保持管を回転させるのに必要な力を調整する目的で、カバー１５
を簡単に取り外すことができ、調整が完了した時点でカバー１５を再び取り付けることが
できる。これにより、より容易にアクセス可能かつ調整可能なアセンブリを提供すること
ができる。
【００８３】
　本発明の態様によれば、釣竿保持管の回転しやすさを調整する目的で、釣竿保持管にか
けられる締め付け力を調整するために、さまざまな厚さの摩擦／テンション部材を設ける
ことができる、および／または、さまざまな厚さの１つまたは複数の追加の環状部材を設
けることができる。図１５～図１８に例を示してある。これらの部材には、使用する締結
具の構造に応じて、かつ部材間の必要な取付けに応じて、図１７および図１８に示したよ
うに部材の内部までの開口部、または図１５および図１６に示したように部材を貫通する
開口部を設けることができる。
【００８４】
　図２１および図２２に示した本発明の実施形態においては、表面部より上には本埋込型
回転可能釣竿保持装置の１つの構成要素のみが設けられるようにする目的で、半径方向に
延在するフランジ１３および成形された上面を有する一体型釣竿保持管１２を設けること
ができる。このようにすることで、半径方向に延在するフランジ１３の下面が表面部の上
側に接するまで、釣竿保持管１２が表面部における装着開口部を通じて挿入され、成形さ
れた上面が、表面部への平面取付けを提供し、釣竿保持管１２の穴１６に通じる。この実
施形態においては、半径方向に延在するフランジ１３の下面と環状部材３３との間に表面
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部を挟む目的で、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジ１３と係合可能である環状部
材３３が、表面部の下側に設けられる。
【００８５】
　この実施形態においては、釣竿保持管の半径方向に延在するフランジ１３に、バヨネッ
ト係合取付部の第１の部分が設けられており、環状部材３３には、バヨネット係合取付部
の対応する部分を有する、環状部材の開口部を囲む直立ネック部が設けられており、した
がって、釣竿保持管１２が表面部における装着開口部を通じて挿入され、環状部材３３が
、下から表面部付近に配置されて直立ネック部が装着開口部を貫いて延び、これによって
、これらの構成要素を互いに取り付ける目的で、直立ネック部、およびバヨネット係合取
付部の対応する部分が、半径方向に延在するフランジ１３の下側に設けられているバヨネ
ット係合取付部の一部と係合することができる。この好ましい実施形態においては、２つ
の構成要素に、バヨネット係合取付を利用して互いに係合するための要素が設けられてお
り、これによって２つの構成要素を互いに対して回転させて、構成要素をロックする、ま
たは互いからアンロックすることができる。
【００８６】
　この実施形態においては、バヨネット係合部分は、通常では、ネック部から半径方向に
離れる方向に延在する１つまたは複数の舌部３４であって、半径方向に延在するフランジ
の下側における対応する開口部３５に受け入れられる舌部３４、を含み、拡張された壁部
分が、半径方向に延在するフランジにおける開口部３５を隔てており、したがって、位置
が合っているときに舌部３４を開口部３５に挿入することができ、舌部３４と開口部３５
の位置が合わないように２つの構成要素が互いに対して回転しているときにこれらの構成
要素を互いにロックすることができる。
【００８７】
　図２３および図２４に示した代替実施形態によれば、係合部に、環状の１つの舌部３６
を設けることができる。
【００８８】
　図２５～図２８に示した実施形態においては、ねじ付き締結具３９に関連付けられる１
つまたは複数の平面状のプレート３８を受け入れる目的で、一体型の半径方向に延在する
フランジ１３の下面が通路３７を含むことができる。締結具は、一般には、釣竿保持装置
が装着される表面部の下側に設けられる環状部材４０を通ってプレートに受け入れられる
。これによって一般に使用者は、半径方向に延在するフランジに環状部材４０を取り付け
ることができるのみならず、釣竿保持装置を回転させるのに必要な力を現地で調整する目
的で、印加される圧縮力を調整することもできる。通路３７は、自身より幅が小さい環状
開口部を有し、環状部材４０上の環状隆起部がこの開口部に受け入れられる。
【００８９】
　図２９～図３１に示した実施形態によれば、テンショニング要素４１を設けることがで
きる。図示したテンショニング要素４１は、釣竿保持管を回転させるのに必要な力を調整
する目的で回転させることができる環である。この環には、特に、複数の溝開口部４２で
あって、そこを貫いて締結具４３を受け入れて、ただし依然として締結具４３に対してテ
ンショニング要素４１を回転させることができるようにするための、複数の溝開口部４２
、が設けられている。図示した実施形態によれば、各溝４２に対して内側傾斜面４４およ
び外側傾斜面４５が設けられている。一般には、締結部４３の頭部４６が傾斜面４４、４
５に当接しており、したがって、テンショニング要素４１を第１の方向に回転させる結果
として、締結具が取り付けられている構成要素（通常では表面部より上の構成要素）から
離れる方向に締結具４３に力がかかるように頭部４６が傾斜面４４，４５に当接し、これ
によってその構成要素が表面部に引っ張られ、（表面部より上の構成要素と表面部との間
に釣竿保持装置が締め付けられるため）釣竿保持装置を回転させるのに必要な力が大きく
なり、反対方向に回転させると、締結具４３が取り付けられている構成要素が表面部に対
してゆるむように締結部４３の頭部４６が傾斜面４４、４５に当接し、釣竿保持装置を回
転させるのに必要な力が小さくなる。
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【００９０】
　さらに、本埋込型回転可能釣竿保持装置は、図３２～図３４に示したように、場合によ
っては遠隔制御装置によって、釣竿保持装置を任意の位置まで電動式に回転させるための
モータ付き電気駆動システムに関連して装着することも可能である。電気モータ４７には
、釣竿保持管、好ましくは釣竿保持管の半径方向に延在するフランジ１３、またはカバー
１５の一部分と係合するための形状を有する出力部材が設けられていることが好ましい。
図３２に示したように、出力部材は、側面から見たときに実質的にＴ字形状であり、円形
の上側部分４８と、円形上側部分４８の実質的に中心から延びる細長いアーム４９とを有
する。
【００９１】
　最も好ましい実施形態によれば、出力部材の円形上側部分４８の縁部が、釣竿保持管の
半径方向に延在するフランジの外側側縁部と接する、または係合する。出力部材の円形上
側部分４８の縁部、および／または、半径方向に延在するフランジの外側側縁部が、それ
ぞれに設けられた係合部分を有することができる。一形態においては、係合部分は１つま
たは複数の歯を含むことができ、ただし出力部材の好ましい円形上側部分の縁部と、半径
方向に延在するフランジの外側側縁部との間の係合は、摩擦のみでよいと予測される。出
力部材の好ましい円形上側部分の縁部、および／または、半径方向に延在するフランジの
外側側縁部に、摩擦が大きい部分を設けることができる。
【００９２】
　特に図３３および図３４に示したように、出力部材の円形上側部分４８は、カバー部材
の一部分とも接することが好ましく、実際には、釣竿保持装置の半径方向に延在するフラ
ンジの外側縁部と、カバーの内面との間に、これらの構成要素が２つの個別の構成要素と
して設けられているか単一の構成要素として設けられているかにかかわらず、環状通路５
０を設ける、または画成することができる。
【００９３】
　通常では、好ましい電気モータは、釣竿保持装置が装着される表面部より下に設けられ
ており、細長いアームは、出力部材の上側部分を釣竿保持管の半径方向に延在するフラン
ジに隣接するように位置させるため、設けられているフランジや環状部材を貫いて上向き
に延びている。使用時には、細長いアームを、釣竿保持装置の構成要素に設けられている
１つまたは複数の開口部に通して、これらの開口部によってガイドすることができる。
【００９４】
　回転可能な埋込型釣竿保持装置の手動操作は、主として、ジンバルまで釣竿保持管に挿
入された釣竿のバット部または柄部と、調整のために行われるねじり動作による、または
、可能な場合、ガンネルの下に手を入れて、同様にねじり動作によって管を手動で所望の
位置まで回転させることによる。さらに、回転可能な釣竿保持装置は、釣竿保持管の上部
またはフランジを手で把持することによって調整することも可能である。
【００９５】
　本発明の回転可能な埋込型釣竿保持装置を少なくとも一時的に所定の位置または向きに
ロックする目的に、各種の機構を使用することができる。
【００９６】
　図３５～図３８および図７１に示した実施形態においては、ガンネルに関連して環状ガ
スケット５０が設けられており、ガスケット５０の上に環状ベースプレート５１が位置し
ている。釣竿保持管５３から横方向に、ほぼ環状のフランジ５２が延在している。ほぼ環
状のフランジ５２と環状ベースプレート５１との間に、低摩擦環状ガイド部材５４が設け
られており、ほぼ環状のフランジ５２と上側カバープレート５５との間に、第２の低摩擦
環状ガイド部材５４が設けられている。カバープレート５５は、釣竿保持管５３と連通す
る目的で、カバープレート５５の実質的に中央に位置する開口部５６を有する。この好ま
しい実施形態においては、ほぼ環状のフランジ５２は、環状フランジ５２の周面に設けら
れた、成形されたロック細部を有する。図示した特に好ましい実施形態においては、ロッ
ク細部は、環状フランジ５２の周縁部付近に延在する、交互に並ぶ山部および谷部を有す
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る波状面である。カバープレート５５に関連してロックレバー５７が設けられており、ロ
ックレバー５７は、（図３７に示した）ロック状態（この状態においては、ロックレバー
５７の一部分が環状フランジ５２におけるロック細部と係合している）と、（図３８に示
した）アンロック状態（この状態においては、ロックレバーの一部分がロック細部から解
放されている）との間で可動である。ロックレバー５７は、釣竿保持装置を回転できるよ
うに解放する、または必要に応じて釣竿保持装置の位置および／または向きをロックする
目的で、一般には操作者によって手動で動かされる。ロックレバー５７は、ロック状態に
付勢することができるが、ロックレバーをアンロック状態に保持できるようにする目的で
、ロックレバー５７をアンロック状態に動かしてその位置にラッチ機構（図示していない
）によって一時的に維持する状況もあり、使用者がラッチ機構を解除することによってロ
ックされるまで、釣竿保持装置を自由に回転させることができる。
【００９７】
　図３９～図４１に示したさらなる代替構造においては、環状フランジ５２に複数のロッ
ク開口部５８を設けることができ、カバープレート５５の下面と環状フランジ５２との間
の分離距離を変える目的で、カバープレート５５をベースプレート５１に対してねじ込み
式に取り付けることができる。この特定の構造においては、環状フランジ５２の上に環状
ガイド５９が設けられており、環状ガイドに対して複数のロックピン６０が取り付けられ
ている。ロックピン６０それぞれはばね６１によってアンロック状態に付勢されており、
アンロック状態においては、ロックピン６０が環状フランジ５２における開口部５８から
解放されており、しかしながら環状フランジ５２の回転を阻止することによって釣竿保持
管５３の回転を防止する目的で、カバープレート５５が環状フランジ５２の方に下向きに
ねじ込まれると、ロックピン６０の少なくとも一部分が、環状フランジ５２における開口
部５８の少なくとも１つと係合するように強いられる。使用者が回転を通じてカバープレ
ート５５をより容易にロックおよびアンロックできるようにする目的で、カバープレート
５５に拡張部分６２を設けることができ、回転によってカバープレート５５の下面と環状
フランジ５２との間の分離距離が変わり、（図４１に示したように）ロックピン６０をロ
ック状態に強いる、または（図４０に示したように）アンロック状態において環状フラン
ジ５２の少なくとも１つの開口部５８からピン６０をばね６１によって引っ込めることが
できる。
【００９８】
　図４２～図４５に示したさらに別の実施形態においては、カバープレート５５の下面と
環状フランジ５２との間の分離距離を変える目的で、カバープレート５５をベースプレー
ト５１に対してねじ込み式に取り付けることができ、カバープレート５５と環状フランジ
５２との間にばね鋼ロックプレート６３が設けられている。この実施形態においては、ば
ね鋼ロックプレート６３は、摩擦を通じて環状フランジ５２と直接係合することができ、
またはこれに代えて、ロックプレート６３の下面に１つまたは複数の突起部６４を設ける
ことができ、したがって、環状フランジ５２に対してカバープレート５５を締め付けるこ
とによってロックプレート６３が環状フランジに押し付けられると、（図４４に示したよ
うに）１つまたは複数の突起部６４が、環状フランジ５２の表面に設けられている１つま
たは複数のロック開口部または回り止め６５に押し込まれる。
【００９９】
　カバープレート５５の下面と環状フランジ５２との間の分離距離を変える目的で、カバ
ープレート５５がベースプレート５１に対してねじ込み式に取り付けられる構造において
は、ベースプレートからの直立部（ベースプレートに一体化することが可能である）であ
って、通常では少なくとも部分的にねじが切られている直立部、が設けられており、カバ
ープレートの下側には、これに対応して少なくとも一部にねじが切られている部分が設け
られており、したがって、カバープレートをベースプレートに対して締め付ける、または
緩めることによって、カバープレートと環状フランジの間の間隔を変えることができる。
【０１００】
　図４６～図６８に示した代替構造においては、本釣竿保持装置の構造は、上述した構造
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に類似したものとすることができるが、レバーの代わりに、押下可能なボタン６６が設け
られている。この実施形態においては、ボタン６６は取付けピン６８を中心に枢動可能で
あり、ばね６７によってロック状態に付勢されており（図５８および図６１に詳細に示し
てある）、ロック状態では、釣竿保持装置を回転に対して一時的にロックする目的で、複
数の成形された突起部６９が環状フランジ５２における波状ロック細部と係合している。
ボタン６６は枢動運動するように取り付けられており、ボタン６６の一方の縁部を、成形
された突起部６９がボタン６６の下側に位置している反対側の縁部を持ち上げる目的で押
し下げることができ、したがってボタン６６の一方の縁部を押し下げることによって、成
形された突起部６９もロック細部から引き上げられ、これにより釣竿保持装置を回転させ
ることができる（図６５および図６８に詳細に示したアンロック状態）。この構造におい
ては、環状フランジ５２は、実質的に垂直方向にフランジ本体内に延びるロック開口部を
有することができ、またはこれに代えて、図示したように、ロック細部は、環状フランジ
５２の周縁部の少なくとも一部分の付近に延在する、交互に並ぶ山部および谷部を有する
１つまたは複数の波状面として設けられる。
【０１０１】
　本発明の恩恵として、ドリフティング（drifting）、錨泊、またはトローリング時に、
釣竿を任意の有効な方向に配置することができる。風、潮流、および潮汐によって影響さ
れる環境で魚釣りをするときに、これらの影響を補正するために釣竿および釣竿保持装置
を調整することができる。仕掛けの作り直し、撒き餌、魚を針から外す魚釣り手順では、
釣竿を船の方に回転させることができ、これにより、これらの手順がより容易かつ安全な
作業となる。トローリング時には、釣り糸がからまる問題を軽減するため釣竿および釣り
糸をさまざまな角度に隔てることができる。本設計の別の利点として、航行中にはすべて
の釣竿を船のガンネルに沿って平行な位置にセットすることができ、したがって釣竿およ
び仕掛けが船の外側に突き出すという問題が解決される。
【０１０２】
　本明細書およびクレーム（存在時）において、語「備えている」および活用形（「備え
る」、「備えた」を含む）は、記載された整数それぞれを含むが、１つまたは複数のさら
なる整数が含まれることを除外するものではない。
【０１０３】
　本明細書全体を通じて「一実施形態」または「実施形態」の参照は、その実施形態に関
連して記載されている特定の特徴、構造、または特性が、本発明の少なくとも一実施形態
に含まれることを意味する。したがって、本明細書全体を通じてさまざまな箇所に現れる
表現「一実施形態においては」または「実施形態においては」は、必ずしもすべてが同じ
実施形態を参照しているとは限らない。さらには、特定の特徴、構造、または特性を、１
つまたは複数の組合せにおいて任意の適切な方法で組み合わせることができる。
【０１０４】
　ここまで本発明について、法律に準拠し、程度の差はあるが構造上または方法上の特徴
に特有な専門用語で説明してきた。本明細書に記載されている手段は、本発明を実施する
ための好ましい形態を含むため、本発明は、図示または記載されている特定の特徴に制限
されないことを理解されたい。したがって本発明は、当業者によって適切に解釈される、
添付のクレーム（存在時）の厳密な範囲内での本発明の任意の形態または修正形態におい
て、特許請求されるものである。



(21) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(22) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】



(23) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】 【図２０】



(24) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図２１】 【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】



(25) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図２９】

【図３０】

【図３１】

【図３２】

【図３３】

【図３４】

【図３５】

【図３６】



(26) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図３７】

【図３８】

【図３９】

【図４０】

【図４１】

【図４２】

【図４３】

【図４４】

【図４５】



(27) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図４６】

【図４７】

【図４８】

【図４９】

【図５０】

【図５１】

【図５２】

【図５３】

【図５４】

【図５５】



(28) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図５６】

【図５７】

【図５８】

【図５９】

【図６０】

【図６１】

【図６２】

【図６３】

【図６４】



(29) JP 2018-537101 A 2018.12.20

【図６５】

【図６６】

【図６７】

【図６８】

【図６９】

【図７０】

【図７１】



(30) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

20

30

40

【国際調査報告】



(31) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

20

30

40



(32) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

20

30

40



(33) JP 2018-537101 A 2018.12.20

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY
,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,
TR,TT,TZ

(72)発明者  マクウェイド　ジェームズ　アーサー
            オーストラリア国　クイーンズランド　エッジ　ヒル　マズリン　ストリート　１／４１
Ｆターム(参考) 2B109 CA16 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

